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回答者総数

電柱・電線を消して印象がよくなった 769回答

項目別回答数（複数回答） 電線・電柱を消しても印象が変わらない 98回答

電柱・電線を消して印象が悪くなった 33回答

173名

                                    

鉾
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
〜 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
井
上
成
哉 

立
命
館
大
学
・
中
村
伸
之  

『
山
鉾
町
か
ら
電
柱
・
電
線
が
消
え
た

ら
』
！
！ 

８
５
％
の
人
が
願
う
。 

 

昨
年
十
一
月
に
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
鉾
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
覧

会
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
立
命
館
大
学
八
木
研
究
室
の
皆
さ

ん
が
中
心
に
な
っ
て
制
作
し
た
新
町
通
の
景

観
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
し
た
も
の
で
、

祇
園
祭
の
写
真
（
八
ヶ
所
）
と
そ
こ
か
ら
電

柱
や
電
線
を
消
し
た
画
像
を
比
較
し
た
も
の

で
す
。 

当
日
、
展
示
を
ご
覧
に
な
っ
た
百
七
十
三
名

の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
の
一
部
を
ご
報
告

し
ま
す
。 

「
電
柱
・
電
線
を
消
し
て
印
象
が
良
く
な
っ

た
」と
言
う
意
見
が
全
体
の
８
５
％
を
占
め
、

圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
次
の
よ
う
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
周
辺
の
ま
ち
な
み
が
き
わ
だ
っ
て
い

る
」 

「
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
た
町
並
み
が
す
っ

き
り
し
た
」 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
な
く
鉾
町
ら
し
い

町
並
み
が
素
晴
し
い
」 

「
電
柱
ひ
と
つ
で
こ
れ
ほ
ど
景
色
が
変

わ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
」 

「
昔
の
写
真
を
見
る
様
で
本
当
の
京
都

で
す
」 

「
鉾
が
引
き
立
つ
、
視
界
を
遮
る
電
線
が

無
く
な
り
す
っ
き
り
す
る
と
思
う
」
所

に
よ
っ
て
は
次
の
よ
う
な
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。 

「
電
柱
を
消
し
て
も
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し

て
い
る
」 

「
近
代
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
施
設

の
あ
る
せ
い
か
あ
ま
り
変
化
を
感
じ

ま
せ
ん
」 

「
ビ
ル
・
看
板
と
電
柱
・
電
線
の
雑
多
な

風
景
は
、
電
柱
を
消
す
程
度
で
は
変
わ

ら
な
い
」 

 電
柱
・
電
線
を
消
し
た
こ
と
で
、
町
並
み

が
す
っ
き
り
し
て
良
く
な
っ
た
一
方
で
、
町

並
み
の
乱
れ
が
よ
り
意
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

ま
た
、町
並
み
だ
け
で
は
な
く
、「
鉾
の
見
栄

え
も
良
く
な
っ

た
」
と
い
う
鋭
い

ご
指
摘
も
あ
り
、

大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
、「
電
柱･

電
線
は
幼
い
頃
か

ら
慣
れ
親
し
ん
で

い
て
、
そ
れ
ほ
ど

気
に
な
ら
な
い
」

「
山
鉾
巡
行
曵
手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
電
柱
、
看
板

が
な
く
な
る
と
巡

行
し
や
す
い
で
す
。

路
面
も
平
な
ら
も

っ
と
良
い
で
し
ょ

う
」
と
い
う
ご
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。 

景
観
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
詳
し
い

内
容
は
、
次
回
五

平
成
十
六
年
五
月
二
十
日
発
行 

明
倫
自
治
連
合
会
広
報
委
員
会 

 
 
 

発
行
部
数
２
０
０
０
部 
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月
一
九
日
「
明
倫
夜
話
の
座
」
で
発
表
い
た

し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
持
ち
し
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、「
鉾
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本

年
度
の
立
命
館
大
学
理
工
学
部
の
演
習
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
、

皆
様
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。 

 

平
成
十
六
年
度 

自
治
連
合
会
総
会
開
催 

 

四
月
二
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
七
時
よ

り
、
自
治
連
遊
戯
室
に
て
明
倫
自
治
連
合
会

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

新
し
い
町
内
会
長
、
各
委
員
会
の
代
表
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
中
京
消
防
署
よ
り
防
災

活
動
に
つ
い
て
、
京
都
市
道
路
維
持
課
よ
り

都
市
交
通
の
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
説
明

の
後
、
伊
藤
会
長
の
挨
拶
と
続
き
議
題
に
入

り
ま
し
た
。 

十
五
年
度
の
会
計
報
告
で
は
、
よ
り
分
か

り
易
く
、
早
い
時
期
に
各
町
内
へ
配
布
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
ご
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

会
計
報
告
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
度
は
五
条
署
よ
り
交
通
安
全

模
範
地
区
に
選
ば
れ
、
通
学
児
童
に
た
い
し

て
の
様
々
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
五
日
に
は
高
倉
小
学
校
開
校
十
周

年
記
念
行
事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
、

明
倫
地
域
の
「
地
区
計
画
」
へ
向
け
て
、
伊

藤
会
長
を
先
頭
に
自
治
連
合
会
が
動
き
出
し

ま
し
た
。 

地
区
計
画
と
は
地
域
住
民
自
ら
が
、
地
域
将

来
の
姿
を
創
り
上
げ
て
い
く
指
針
と
す
べ
き

も
の
で
す
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
各
町
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

今
後
も
調
査
を
順
次
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

同
時
に
町
内
歴
史
文
化
、
た
と
え
ば
町
内
式

目
、
昔
の
写
真
、
文
献
な
ど
の
調
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(

三
条
町
・
井
上
２
５
５
―
７
９
２
６) 

最
後
に
、
明
倫
自
治
連
合
会
会
館
を
ご
使

用
の
全
て
の
人
々
に
、
奇
数
月
の
第
四
土
曜

日
午
前
十
時
よ
り
十
一
時
ま
で
全
員
で
大
掃

除
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
最
初
は

五
月
二
十
二
日(

土)

で
す
。 

掃
除
用
具
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆

様
お
手
持
ち
の
掃
除
用
具
を
ご
持
参
の
上
、

御
集
合
願
い
ま
す
。 

 

平
成
十
六
年
度
自
治
連
合
会
役
員 

会
長 

 

伊
藤
祥
男 

 

天
神
山
町 

副
会
長 

吉
田
孝
次
郎 

六
角
町 

副
会
長 

福
丸
明
子 

 

姥
柳
町 

会
計 

 

市
田
昌
生 
 

炭
之
座
町 

総
務 

 

井
上
成
哉 

 

三
条
町 

 

町
会
長
（
市
政
協
力
委
員
） 

 

西
錦
小
路
町 

塩
月
八
重
三 

 

炭
之
座
町 

 

内
片
啓
二 
 

小
結
棚
町 

 

尾
花
芳
治 

 

観
音
堂
町 

 

中
島
克
利 

 

天
神
山
町 

 

田
井
滋
一 

 

菊
水
鉾
町 

 

佐
藤
銀
一 

 

占
出
山
町 

 

渡
辺
速
雄 

 

筝
町 

 
 
 

中
西
一
貴 

 

手
洗
水
町 

 

渡
辺
速
雄 

 

七
観
音
町 

 

栗
田
正
雄 

 

饅
頭
屋
町 

 

中
島
正
博 

 

骨
屋
町 

 
 

坂
倉
寿
一 

 

烏
帽
子
屋
町 

大
田
龍
二 

 

御
倉
町 

 
 

木
島
温
夫 

 

了
頓
図
子
町 

増
田 

茂 
 

衣
棚
町 

 
 

八
田 

章 
 

釜
座
町 

 
 

田
中
昭
雄 

 

三
条
町 

 
 

大
日
健
次 

 

西
六
角
町 

 

永
井
義
雄 

 

玉
蔵
町 

 
 

小
杉
忠
雄 

 

六
角
町 

 
 

山
田
浩
三 

 

不
動
町 

 
 

梅
原
一
満 

 

百
足
屋
町 

 

酒
井
英
一 

 

姥
柳
町 

 
 

草
野
隆
史 

 
鯉
山
町 

 
 

浅
見
儀
明 

 
山
伏
山
町 

 

村
中
正
明 

 

橋
弁
慶
町 

 

前
田
隆
弘 

 

社
会
福
祉
協
議
会 
伊
藤
祥
男 

天
神
山
町 

 

民
生
児
童
委
員
会 

寺
江
信
子 

六
角
町 

共
同
募
金
委
員
会 

伊
藤
祥
男 

天
神
山
町 

 

日
赤
奉
仕
団 

 

平
井
佐
太
郎 

橋
弁
慶
町 

保
健
協
議
会 

 

井
上
清 

 
 

釜
座
町 

消
防
分
団 

 
 

永
井
義
雄 

 

西
六
角
町 

防
犯
推
進
委
員
協
議
会 

浅
見
儀
明
鯉
山
町 

少
年
補
導
委
員
会 

島
田
喜
久
雄 

百
足
屋 

体
育
振
興
会 

 

市
田
正
生 

 

炭
ノ
座
町 

文
化
協
議
会 

 

小
西
満
寿
子 

百
足
屋
町 

祭
事
委
員
会 

 

中
尾
金
次
郎 

天
神
山
町 

平
安
婦
人
会 

 

木
村
十
重
子 

骨
屋
町 

八
坂
婦
人
会 

 

岸
本
波
留
子 

釜
座
町 

遺
族
会 

 
 
 

長
谷
川
ふ
み
こ
百
足
屋
町 

 

婦
人
会 

 
 
 

福
丸
明
子 

 

姥
柳
町 

交
通
安
全
委
員
会 

井
上
高
明 

骨
屋
町 

明
寿
会 

 
 
 

岸
本
貞
一 

 

釜
座
町 

身
体
障
害
者
会 

作
道
利
彦 

 

不
動
町 

自
主
防
災
会 

 

伊
藤
祥
男 

 

天
神
山
町 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

井
上
成
哉 

三
条
町 

広
報
委
員
会 

 

長
谷
川
明 

 

釜
座
町 

  

五
月
十
九
日
「
鉾
の
道
」
ア
ン
ケ
ー
ト
発
表 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
３
階 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
２ 

昨
年
十
一
月
の
「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
に

大
広
間
前
に
て
立
命
館
大
学
が
制
作
さ
れ
た
、

電
柱
電
線
を
無
く
し
た
新
町
通
り
景
観
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表

し
ま
す
。 

ま
た
同
時
に
、
関
電
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
も
参
加

い
た
だ
き
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
も
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
多
く
の
皆
様
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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明
倫
ま
ち
づ
く
り 

の
指
針
を
作
成 

明
倫
自
治
連
合
会 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

 

●
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
が
必
要 

明
倫
学
区
は
京
都
の
都
心
に
あ
り
、
二
十
七

ケ
町
の
う
ち
、
お
よ
そ
半
数
が
祇
園
祭
の
山
鉾

町
と
い
う
歴
史
と
伝
統
あ
る
ま
ち
で
す
が
、
近

年
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
新
し
い
ビ
ル
・
店
舗

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
ま
ち
が
急
激
に
変
化
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
な
ど
新
し
い
住

民
と
、
町
内
会
・
自
治
連
合
会
な
ど
と
の
関
係

が
希
薄
な
こ
と
が
多
く
、
地
域
で
の
お
つ
き
あ

い
・
町
内
会
運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
災
面
や

防
犯
上
の
問
題
も
で
て
き
て
い
ま
す
。 

明
倫
自
治
連
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ら
を
学
区
の
共
通
問
題
と
し
て
捉
え
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
ま
ち
の
将

来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
描
く
中
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

当
面
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
へ
の
ま
ち
づ
く
り

方
針
を
、
皆
さ
ん
の
合
意
の
も
と
に
「
明
倫
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
（
地
区
計
画
の
方
針
）」
と
し

て
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

 ●
地
区
計
画
の
特
徴 

①
市
と
し
て
の
都
市
計
画
と
個
々
の
建
築
基
準

と
の
中
間
に
位
置
す
る
。 

②
地
区
の
特
徴
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
ま
ち
づ

く
り
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
が
可
能
。 

③
地
区
住
民
の
合
意
に
よ
り
、
行
政
と
協
働
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。 

●
地
区
計
画
の
内
容 

地
区
計
画
は
、「
①
地
区
計
画
の
方
針
」
と
、

「
②
地
区
整
備
計
画
」
と
の
２
つ
の
部
分
か
ら

な
り
、
当
初
は
「
地
区
計
画
の
方
針
」
だ
け
を

定
め
、
合
意
が
得
ら
れ
た
範
囲
か
ら
、
段
階
的

に
「
地
区
整
備
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

①
地
区
計
画
の
方
針 

地
区
（
例
え
ば
明
倫
学
区
）
を
今
後
ど
の
よ

う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
と
い
う
、
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
で
す
。 

②
地
区
整
備
計
画 

地
区
計
画
の
方
針
に
沿
い
、
施
設
の
配
置
・

規
模
や
建
築
物
の
建
て
方
の
ル
ー
ル
等
を

具
体
的
に
定
め
ま
す
（
左
の
例
を
参
照
）。 

                  

●
明
倫
学
区
で
の
取
組 

明
倫
学
区
で
は
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
の
前

半
に
か
け
て
、
ま
ず
「
①
地
区
計
画
の
方
針
」

を
定
め
、
そ
れ
を
都
市
計
画
決
定
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
ま
す
。 

 

※
今
年
度
は
、
上
の
図
（
今
年
の
主
な
取
組
予

定
）
の
よ
う
に
、「
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
」
ま
で
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。 

                                

●「明倫まちづくりの指針（地区計画の方針）」づくり 今年の主な取組予定 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．「まち」の現状と課題 

 
●マンションに関する調査

（戸数／地域との関わり

１．「明倫」の歴史と文化 
 

●「夜話の座」の開催など 

●昔の写真／文献の発掘 
（町式目／地図など） 

３．将来像とまちづくりの目標 

 
●「明倫の将来」作文募集

（小・中学生対象） 

●「まちづくりの方針」検

討会の実施 
●「まちづくり資源」につ

いての意見交換会の実施 

★昔の「写真」や「資料」などをお貸しください！！ 
皆さまがお持ちの貴重な写真や資料を、「明倫まちづくりの指針」作成や今後の企画に是非活

用させて頂きたいと思います。拝借できる場合は、まちづくり委員会の井上までご連絡をお願い

致します（特に期限はありませんが、できるだけ１カ月以内にお願いします。）。 

※ 明治以降、特に昭和初期～昭和 30 年代ごろまでの 

・写真：明倫学区の生活、風俗、祭り・行事、まちの様子・風景などを写したもの。 
・資料：「町式目」類、「地図」類、商家の「家訓」類、その他明倫学区の生活、風俗、祭り・行

事、まちの様子などに関する文献・記事等（新聞、雑誌など）。 
 

連絡先：井上（三条町）℡ ２５５－７９２６

●地区整備計画で定められること（例）
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明倫学区マンション紹介 

明
倫
夜
話
の
座 

第
五
回 

 
 

北
観
音
山 

吉
田
孝
次
郎
氏 

 

北
観
音
山
の
お
町
内
、
六
角
町
で
お
育
ち
に

な
っ
た
吉
田
さ
ん
と
お
祭
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
に
最
後
の
お
祭
が
あ
り
、
そ
の

後
は
戦
争
の
た
め
に
巡
行
は
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
お
町
内
で
は
「
ま
つ
り
ご
と
」
は
行
わ

れ
て
お
り
、
お
囃
子
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
に
長
刀
鉾
と
月
鉾
が

巡
行
し
た
。
北
観
音
山
は
翌
年
昭
和
二
十
三

年
に
船
鉾
と
と
も
に
巡
行
し
た
。
お
父
さ
ん

が
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
と
き

の
お
祭
で
あ
っ
た
。
囃
子
方
の
末
座
に
連
な

っ
た
の
も
こ
の
年
か
ら
。 

戦
後
、
縄
が
ら
み
の
や
ぐ
ら
の
中
で
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
さ
な
が
ら
に
遊
ん
だ
り
、
こ
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
山
は
楽
し
い
遊
び
場
だ
っ
た
。

こ
の
頃
は
男
女
と
も
子
ど
も
に
限
っ
て
は
山

で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
大
人
に
と
っ
て
も

大
き
な
遊
び
の
場
で
あ
り
、
衣
装
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
。
他
の
お
町
内

と
の
装
飾
の
違
い
を
皆
が
意
識
し
て
い
た
け

れ
ど
、
お
父
さ
ん
か
ら
は
よ
そ
の
町
内
の
こ

と
を
知
ら
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

北
観
音
山
の
こ
と
に
一
生
懸
命
の
お
と
な
が

た
く
さ
ん
い
た
。
お
囃
子
の
お
稽
古
を
聴
い

て
い
て
、
お
町
内
の
大
人
が
テ
ン
ポ
な
ど
を

教
え
て
く
れ
た
。
お
父
さ
ん
も
お
稽
古
の
批

評
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

囃
子
方
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
年
か
ら
囃
子

の
保
存
会
が
あ
り
、
町
内
在
住
で
、
男
の
子

が
生
ま
れ
た
ら
囃
子
を
す
る
義
務
と
権
利
が

あ
っ
た
。 

今
は
ガ
ー
ド
マ
ン
に
頼
ん
で
い
る
が
、
当
時

は
寝
ず
の
番
が
あ
り
、
こ
の
と
き
に
大
人
の

世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
縦
の
社

会
が
あ
り
、
お
祭
と
い
う
ひ
と
つ
の
目
的
に

向
か
っ
て
皆
が
作
業
を
し
て
い
た
。
お
供
に

つ
い
て
は
、
吉
田
氏
の
お
父
さ
ん
は
七
十
歳

ま
で
も
お
供
が
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
。

片
付
け
も
飾
り
物
に
つ
い
て
は
作
事
方
に
任

す
の
で
は
な
く
、
家
の
主
た
ち
が
片
付
け
て

い
た
。 

北
観
音
山
の
飾
り
布
に
唐
子
が
楽
園
に
遊
ん

で
い
る
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
北
観
音
山
の
テ

ー
マ
で
も
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
無
事
に

育
ち
、
子
々
孫
々
の
栄
え
を
願
っ
て
い
る
こ

と
が
現
れ
て
い
る
。
戦
後
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
日

本
に
入
り
、
病
気
を
治
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
神
に
祈
る
し

か
な
か
っ
た
。
子
々
孫
々
の
栄
え
が
約
束
さ

れ
て
い
る
象
徴
が
唐
子
の
図
で
あ
る
。 

  
 

明
倫
学
区
内
に
あ
る
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
ど
の
よ

う
な
運
営
や
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
マ
ン

シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の

方
に
紹
介
し
て
頂
き
、
自

治
や
住
民
交
流
な
ど
の

情
報
交
換
の
場
に
な
る

こ
と
を
ね
が
っ
て
い
ま

す
。 

第
一
回 

 

『
ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト 

LAUREL COURT 

室
町
』 

所
在
地
：
中
京
区
室
町
通
六
角
下
る
鯉
山

町
５
１
８
番
地 

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
室
町
（
略
し
て
、
Ｌ
Ｃ
室

町
）
は
平
成
１
０
年
（
１
９
９
８
年
）
２
月

か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
主
は
近

鉄
不
動
産
・
山
中
（
株
）
で
祇
園
祭
「
鯉
山
」

町
席
の
向
い
に
あ
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
地
上
１
０
階
建
、
地
下
は
居
住
者
用

７
４
台
、
来
客
用
７
台
の
駐
車
場
で
す
。
間

取
り
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
２
７
戸
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：

８
７
戸
、
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
２
１
戸
、
総
戸
数
１

３
５
戸
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
・
永
住
型
で
、

２
４
時
間
体
制
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

管
理
組
合
の
理
事
会
は
組
合
員
か
ら
理
事
９

名
、
監
事
１
名
（
毎
年
交
代
）
の
１
０
名
で

構
成
、
月
１
回
理
事
会
を
開
催
、
広
報
紙
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
理
事
長
（
ま
た
は
理
事

長
の
承
認
者
） 

 

       

 

懐かしそうに語る吉田さん 

 

消防避難訓練中 
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第
六
回 

 

観
音
堂
町 

 
 南

北
に
走
る
新
町
と
室

町
の
間
、
そ
し
て
東
西

の
四
条
と
錦
小
路
の
間

の
通
り
で
、
東
は
菊
水

鉾
町
、西
は
小
結
棚
町
、

北
は
天
神
山
町
、
南
は

月
鉾
町
と
隣
接
し
て
い

ま
す
。
路
地
な
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
こ
こ
に
町
内
が
在
る
と
は

思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
祇
園
祭
で
は
、

四
方
八
方
か
ら
祇
園
囃
子
の
音
が
聞
こ
え
る

賑
や
か
な
町
内
で
す
。 

 

町
名
の
由
来
は
、
鎌
倉
時
代
（
１
１
９
２

年〜

１
３
３
３
年
）
に
こ
こ
に
観
音
堂
（
本

尊
は
観
世
音
八
幡
菩
薩
）
が
あ
り
、
名
を
竜

福
寺
（
始
め
は
浄
土
宗
、
後
に
禅
宗
へ
）
と

い
い
ま
し
た
。
由
来
は
、
法
燈
国
師
（
１
２

６
０
年
頃
）
が
聖
像
（
一
刀
三
礼
）
に
対
座

し
て
い
る
と
異
服
の
人
が
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
現
れ
『
我
は
人
に
非
ず
神
泉
苑
の
善
竜
女

な
り
』
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
国
師
が
、
こ
の

近
く
の
民
家
で
は

水
が
な
い
為
困
っ

て
い
る
、
ど
う
か

水
が
出
る
よ
う
に

と
願
い
こ
れ
を
聞

き
入
れ
て
く
れ
た
。

そ
の
夜
、
寺
の
東

に
清
泉
が
湧
き
出

し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
観
音
堂
（
竜
福
寺
）
も
天
正

時
代
（
豊
臣
秀
吉
が
全
国
統
一
）
の
町
割
で

廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。
１
４
９
２
年
（
明
応

五
年
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
）

に
は
『
観
音
堂
辻
・
・
・
』
と
あ
る
の
で
、

こ
の
頃
か
ら
町
名
と
し
て
親
し
ま
れ
た
地
名

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
世
の
中
が
大
平
の
時
代
に
な
る

と
、
色
々
な
町
名
で
呼
ば
れ
移
り
変
わ
る
こ

と
に
な
り
、
た
と
え
ば
、
１
６
３
７
年
（
寛

永
十
四
年
島
原
の
乱
）
ご
ろ
に
は
東
く
わ
ん

お
ん
ノ
づ
しo

r

観
音
ノ
辻
子o
r

く
わ

ん
お
ん
堂
ノ
つ
しo

r

撞
木
辻
子o

r

し

も
く
の
つ
し
！
な
ど
と
あ
り
、
さ
ら
に
１
７

６
２
年
（
宝
暦
１
２
年
）
に
『
観
音
堂
東
辻

子
、
俗
に
撞
木
辻
子
（
し
ゅ
も
く
の
ず
し
）』

と
言
わ
れ
現
在
に
至
る
。
ち
な
み
に
撞
木
辻

子
（
し
ゅ
も
く
の
ず
し
）
と
は
、
通
り
の
形

が
Ｔ
地
路
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
丁
度
か
ね

た
た
き
の
Ｔ
字
棒
に
よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
付
け
ら
れ
た
と
言
う
。
そ
ん
な
地
形
か

ら
か
、
長
屋
・
番
頭
宅
・
別
宅
な
ど
が
多
く

当
時
は
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
的
な
要
素
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
う
言
え
ば
わ
が
町
内
に
は
鉾
・
山
が
な

い
（
ま
た
は
属
し
て
い
な
い
）
が
な
ぜ
か
分

か
ら
な
い
、
で
も
祇
園
祭
（
８
６
９
年〜

）

の
鉾
巡
行
（
１
１
０
０
年
６
６
基〜

一
時
中

断
）
は
１
５
０
０
年
ご
ろ
か
ら
再
興
し
て
行

わ
れ
て
い
る
が
・
・
・
そ
こ
か
ら
思
え
ば
、

当
時
は
神
社
と
の
関
係
か
ら
治
外
法
権
？
は

た
ま
た
町
内
に
有
力
な
商
家
が
い
な
か
っ
た

の
か
？
路
地
だ
か
ら
作
る
余
地
が
な
か
っ
た

か
？
今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
。 

は
鯉
山
町
内
会
副
会
長
、（
財
）鯉
山
保
存
会

の
Ｌ
Ｃ
室
町
代
表
者
と
し
て
の
正
会
員
、
そ

し
て
毎
年
の
行
司
役
を 

兼
務
し
ま
す
。
任

期
は
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
。
Ｌ
Ｃ
室
町
の

居
住
者
は
意
識
高
揚
や
防
犯
の
た
め
の
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
励
行
、
自
衛
消
防
隊
は
防

火
管
理
者
を
隊
長
に
毎
年
５
月
に 

中
京
消

防
署
と
明
倫
消
防
分
団
と
の
連
携
の
も
と
で

「
消
防
避
難
訓
練
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
西
側
緑
地
で
の
柿
狩
り
を
行
い
ま
す
。 

   り
ま
す 

中
心
地
の
お
寺
と
し
て
は
、
結
構
大
き
な
敷

地
・
建
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
観
音
堂
（
竜

福
寺
）
の
跡
地
そ
の
も
の
が
町
内
と
な
っ
た

例
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

現
在
は
、
飲
食
・
１
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
・

問
屋
・
事
務
所
・
住
居
等
に
使
用
さ
れ
て
い

る 

*

こ
の
記
事
は
、
本
や
親
類
そ
し
て
知
人
な

ど
か
ら
の
資
料
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
家 

秀
明 

 

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
室
町
と
鯉

山

町 

 

Ｌ
Ｃ
室
町
は
鯉
山
町
内
会
で
は
、
在
住

者
・
企
業
各
社
の 

 

Ⅰ
類
に
対
し
て
、
Ⅱ

類
（
町
会
費
は
各
住
戸
１
軒
に
つ
き500

円

に
設
定
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
町
内
第
４

組
を
結
成
し
て
い
ま
す
。
町
会
費
が
ほ
ぼ
半

額
な
の
で
、
町
内
会
の
行
事
に
参
加
す
る
場

合
、
Ⅱ
類
の
居
住
者
は
別
途
参
加
費
が
徴
収

さ
れ
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
室
町
の
加
入
で
町
内
会
の

世
帯
数
が
増
え
、
婦
人
会
、
子
供
会
に
も
在

住
者
・
企
業
各
社
の
方
々
と
協
力
し
て
、
地

蔵
盆
の
行
事
が
復
活
し
、
秋
に
は
観
光
バ
ス

を
利
用
し
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
年
末

に
は
お
楽
し
み
会
が
発
足
し
て
活
気
あ
ふ
れ

る
鯉
山
町
に
な
り
ま
し
た
。 

 

鯉
山
町
に
は
、
園
芸
ク
ラ
ブ
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ク
ラ
ブ
・http://www.koiyama.com

、

茶
道
ク
ラ
ブ
が
順
次
発
足
し
、
Ｌ
Ｃ
室
町
の

居
住
者
と
在
住
者
・
各
企
業
の
方
々
と
い
っ

し
ょ
に
和
気
藹
々
と
毎
月
例
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
在
住
者
・
企
業
各
社
と
Ｌ
Ｃ
室
町

と
の
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
が
協
力
し
て
、 

「
明

る
く
楽
し
い
鯉
山
町
」
を
築
い
て
い
ま
す
。 

 

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
室
町
と 

（
財
）
鯉
山
保
存
会 

 

Ｌ
Ｃ
室
町
入
居
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

「
ご
入
居
の
方
は
、（
財
）
鯉
山
保
存
会
・
友

の
会
へ
の
加
入
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

存
会
・
友
の
会
の
会
員
と
し
て
祇
園
祭
り
に

参
加
が
可
能
で
す
。」と
写
真
入
り
で
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
入
居
後
す
ぐ
に
保
存
会
の

方
よ
り
、“
鯉
山
友
の
会
”の
説
明
会
が
あ
り

ま
し
た
。
祇
園
祭
中
の
諸
行
事
に
参
加
す
る

に
は
、“
鯉
山
友
の
会
”に
入
会
す
る
必
要
が

室
町
通 

新
町
通 

四条通 

飲食店が建ち並ぶ街並み 
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あ
り
現
在
延
べ
５
５
軒
（
約
４
０
％
）
が
入

会
し
て
、
町
席
飾
り
や
厄
除
け
ち
ま
き
・
お

守
り
の
物
販
奉
仕
、
ロ
ー
ソ
ク
売
り
、
巡
行

の
お
供
や
後
片
付
け
の
諸
行
事
に
参
加
し
て

い
ま
す
。 

Ｌ
Ｃ
室
町
の
事
業
主
が
竣
工
時
“
鯉
山
友

の
会
”
会
員
用
に
巡
行
用
の
衣
装
セ
ッ
ト
を

５
着
作
ら
れ
、“
鯉
山
友
の
会
”の 

会
員
が

順
番
に
祇
園
祭
巡
行
の
お
供
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
あ
る
祇
園
祭

「
鯉
山
」
を
維
持
・
保
存
・
継
承
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
Ｌ
Ｃ
室
町
の
居
住
者
も
祭
り
を 

 

遊
び
・
楽
し
み
な
が
ら
積
極
的
に
協
力
し
て

い
ま
す
。 

◆
ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
室
町
と
明
倫
学
区 

 

明
倫
自
治
連
合
会
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、

歩
こ
う
会
、
区
民
運
動
会
、
も
ち
つ
き
会
ほ

か
諸
行
事
に
も
Ｌ
Ｃ
室
町
の
居
住
者
は
積
極

的
に
参
加
し
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
関
わ

り
も
良
好
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
明
倫
消
防
分
団
、

体
育
振
興
会
、 

 

明
寿
会
、
広
報
紙
「
明

倫
」
の
編
集
委
員
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
、

コ
ー
ラ
ス
部
等
に
も
参
加
し
て
地
域
社
会
の

活
性
化
に 

貢
献
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
引

越
し
て
来
ら
れ
た
方
も
、
屋
内
に
閉
じ
こ
も

ら
な
い
で
、
明
倫
学
区
の
諸
行
事
に
参
加
さ

れ
「
新
し
く
引
越
し
て
来
た
者
で
す
。」
と
謙

虚
に
言
っ
て
参
加
す
れ
ば
、
在
住
の
皆
様
は

や
さ
し
く
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
の

が
明
倫
学
区
で
す
。
京
都
市
の
中
心
部
で
あ

り
な
が
ら
歩
い
て
廻
れ
る
所
や
歴
史
的
史
跡

も
数
多
く
、
便
利
で
歩
く
範
囲
で
生
活
の
ほ

と
ん
ど
が
賄
え
る
の
も
魅
力
で
、
人
情
味
豊

か
な
明
倫 

学
区
に
住
め
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

記
・
ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
室
町 

赤
井
又
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『 
繭 

』 

最
近
、
家
の
前
で
繭
を
陳
列
し
て
み
ま
し

た
。
通
り
を
歩
い
て
い
る60
歳
前
後
の
ご

婦
人
が
歩
み
よ
り｢

ま
ぁ
懐
か
し
い
繭
だ

わ
！｣

。
他
に
も
「
昔
は
（
子
供
の
頃
）
蚕
を

飼
っ
て
い
た
わ
」
と
か
の
反
応
が
度
々
で
あ

り
ま
す
。30

〜40

歳
代
に
な
り
ま
す
と

「
何
？
こ
れ
」
と
か
「
食
べ
ら
れ
る
の
」
と

か
「
ど
う
使
う
の
」
と
か
質
問
が
飛
び
交
い

ま
す
。
絹
糸
の
元
に
な
る
繭
で
す
と
か
、
繭

の
持
つ
成
分
た
ん
ぱ
く
質
が
人
に
な
じ
み
や

す
い
と
か
説
明
し
ま
す
と
「
へ
ー
ッ
」
と
驚

き
の
声
。
ど
う
や
ら
こ
こ
呉
服
の
中
心
街
で

繭
の
原
型
は
多
く
の
人
々
に
新
鮮
な
感
動
を

与
え
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
し

て
生
き
た
蚕
と
な
る
と
見
た
こ
と
の
無
い

人
々
が
多
い
の
で
は
、
と
思
え
ま
す
。 

同
じ
く
繭
に
ま
つ
わ
る
子
供
達
の
反
応
は

楽
し
い
。
繭
を
通
り
に
陳
列
し
始
め
て1

週

間
く
ら
い
し
た
あ
る
日
、
数
人
の
子
供
達
が

「
わ
い
わ
い
が
や
が
や
」と
集
ま
っ
て
い
る
。

ど
う
や
ら
高
倉
小
学
校
の
生
徒
達
で
下
校
途

中
ら
し
い
。 

「
お
帰
り
」
と
声
を
掛
け
る
と 

「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
何
」
と
一
人
の
子
が

質
問
。
他
の
子
も
目
を
輝
か
せ
て
答
え
を
待

っ
て
い
る
。 

は
ぐ
ら
か
す
よ
う
に
「
今
日
の
学
校
は
楽
し

か
っ
た
か
い
？
」
と
尋
ね
ま
す
と
、 

「
う
ん
、
給
食
が
美
味
し
か
っ
た
。
全
部
食

べ
た
。」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
目
線
を
合
わ
せ
「
こ
れ
は
繭
と

い
っ
て
、お
洋
服
の
糸
に
な
る
ん
だ
よ
と
か
、

1

つ
の
繭
で
学
校
か
ら
お
家
く
ら
い
の
長
さ

だ
よ
と
か
」
説
明
し
て
い
る
と
「
ふ
〜
ん
、

へ
ぇ
〜
」
と
聴
い
て
い
る
か
と
思
え
ば
子
供

達
の
目
線
は
他
の
も
の
に
興
味
を
示
し
、
近

く
に
あ
る
二
本
の
透
明
の
ボ
ト
ル
に
入
っ
た

水
に
移
る
。
片
方
は
錆
び
で
濁
っ
て
い
る
が

他
方
は
濁
っ
て
い
な
い
。 

「
何
で
」「
な
ぜ
」「
ど
う
し
て
」
と
質
問
の

嵐
。
最
早
そ
こ
の
通
り
は
理
科
の
実
験
室
に

早
や
代
わ
り
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
下
校
の
度
に
、
私
こ
と
「
お
っ
ち

ゃ
ん
」
を
発
見
す
る
と
「
お
帰
り
」「
た
だ
い

ま
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
た
り
ま
え
に
な
り
、

繭
を
き
っ
か
け
に
小
さ
な
お
友
達
が
た
く
さ

ん
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

通
り
を
行
き
交
う
人
々
に
家
の
顔
が
見
え

て
、
お
互
い
が
顔
見
知
り
に
な
り
知
人
と
な

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
で
い
く
。

子
供
達
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

玉
蔵
町 

佐
藤
和
男 

『
京
都
に
住
ん
で
』 

 

い
ま
私
は
、
き
も
の
の
図
案
か
ら
始
ま
っ

て
、
生
地
選
び
、
下
書
き
、
染
め
、
そ
の
他

の
細
か
い
加
工
、
そ
し
て
問
屋
さ
ん
に
納
め

る
ま
で
、
全
て
の
工
程
に
携
わ
る
仕
事
に
就

い
て
い
る
。
こ
の
業
界
の
伝
統
の
凄
み
を
肌

で
感
じ
、
影
響
さ
れ
る
日
々
の
中
で
、
な
る

べ
く｢

若
い
人
が
何
を
感
じ
、何
を
も
と
め
て

い
る
の
か｣

見
失
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。
今
の
自
分
、
組
織
、
社
会
に
必
要

な
課
題
、
そ
れ
は
物
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
逃

げ
な
い
勇
気
を
持
つ
事
。
最
近
私
は
、
高
校

生
の
妹
と
同
居
し
て
痛
切
に
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。『
感
性
は
は
衰
え
る
。』 

連
日
、

若
気
が
な
い
、お
ば
さ
ん
的
だ
と
言
わ
れ
る
。

私
だ
っ
て
広
島
か
ら
京
都
へ
き
た
当
初
は
、

毎
日
が
新
鮮
な
驚
き
で
一
杯
で
し
た
。
目
を

見
張
る
程
素
晴
ら
し
い
も
の
が
ひ
し
め
き
合

い
、
共
存
す
る
世
界
で
、
過
剰
な
主
張
性
を

持
た
ず
、
内
側
に
秘
め
た
奥
ゆ
か
し
い
美
し

さ
の
存
在
を
知
っ
た
時
、
京
都
の
文
化
レ
ベ

ル
の
高
さ
に
一
種
の
挫
折
感
と
モ
ノ
づ
く
り

に
対
す
る
勇
気
を
無
く
し
ま
し
た
。
一
生
懸

命
に
、
胸
の
と
き
め
き
を
抑
え
、
静
か
に
そ

の
事
象
を
見
据
え
、
鑑
賞
す
る
。(

当
然
感
度

は
鈍
り
、
時
代
に
鈍
感
に
な
り
ま
し
た) 

し

か
し
、
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
や
、
高
校
生
は

時
代
の
声
を
敏
感
に
受
け
止
め
、
発
散
（
爆

発
？
）
さ
せ
る
。
綺
麗
に
縫
う
事
よ
り
も
、

心
が
正
直
に
欲
し
生
み
出
さ
れ
る
も
の
．．．

そ
れ
こ
そ
、
時
代
の
表
現
で
あ
り
、
声
な
の
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だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
恵
ま
れ
た
事
に
そ
の

表
現
に
近
づ
け
る
手
法
は
、
京
都
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
先
人
の
智
慧
と
し
て
控
え
て
い
る
。

そ
の
事
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
室
町
の
環
境

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

  
 
 

玉
蔵
町 
小
川
ふ
み
こ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

｢

卓
球
で
良
い
汗
か
こ
う
！｣

 
 

―
卓
球
部
― 

 

今
年
の
一
月
に
五
年
ぶ
り
に
中
京
卓
球
大
会

に
参
加
し
た
明
倫
卓
球
部
は
現
在
７
名(

男

４
名
・
女
３
名)

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
三
十
才
か
ら
六
十
才
と
世
代
を
超
え

て
卓
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

お
世
話
を
し

て
く
れ
て
い

る
堀
さ
ん
は

女
性
で
す
が

鋭
い
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
ビ
シ

ビ
シ
と
打
ち

込
ん
で
い
き

ま
す
。
二
台

の
卓
球
台
を

七
人
が
十
分

交
代
で
使
っ

て
い
ま
す
の
で
ほ
と
ん
ど
一
時
間
は
卓
球
漬

け
の
運
動
量
抜
群
の
倶
楽
部
で
す
。 

ま
た
、
時
に
は
他
学
区(

梅
屋
、
本
能
、
乾)

と
の
交
流
試
合
も
し
て
い
ま
す
。
堀
さ
ん
は

｢

日
焼
け
を
心
配
す
る
事
も
無
く
、適
当
な
運

動
が
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
よ｣

と
楽
し
そ

う
に
語
ら
れ
ま
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
会
費

も
無
く
、
火
曜
日
と
土
曜
日
の
夜
、
七
時
半

か
ら
九
時
く
ら
い
ま
で
、
元
明
倫
幼
稚
園
遊

戯
室
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
時
で

も
見
学
、
入
部
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。
来
年
の
中
京

卓
球
大
会
の
優
勝
を
目
指
し
て(

？)

、
部
員

の
増
強
を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
入
部
は
大
歓

迎
！ 

是
非
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 
 

連
絡
先
は 

市
田(

炭
ノ
座
町)

二
一
一
―
三
五
三
六 

堀(

不
動
町)

二
三
一
―
七
九
二
九
ま
で 

   
｢

現
代
っ
子
の 

体
力
不
足
を
補
う｣

 
 
 
 
 

―
剣
道
部
― 

 
｢

や
っ
！
面
ん
ん
！｣

―
子
供
た
ち
の
元
気
な

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
現
在
剣
道
部
は
子

供
十
五
名
・
大
人
五
名(

男
二
名
女
三
名)

の

二
十
人
が
、
元
明
倫
幼
稚
園
遊
戯
室
い
っ
ぱ

い
に
竹
刀
を
振
っ
て
い
ま
す
。 

指
導
者
の
岡
山
さ
ん(

剣
道
四
段)

は
三
十
五

年
前
か
ら
本
能
学
区
の
子
供
た
ち
に
現
代
の

子
供
の
体
力
不
足
を
補
う
目
的
で
剣
道
を
教

え
始
め
、
本
能
小
学
校
が
廃
校
に
な
っ
て
か

ら
は
明
倫
の
遊
戯
室
で
教
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
広
く
高
倉
校
区
か
ら
も
子

供
が
来
て
い
ま
す
。｢

お
願
い
し
ま
ー
す
！｣ 

｢

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！｣

と
礼
儀
に
つ
い

て
も
教
え
て
も
ら
え
、
毎
年
一
月
二
日
に
初

稽
古
が
始
ま
り
ま
す
。
普
段
は
毎
週
木
曜
日

の
七
時
半
よ
り
九
時
ま
で
、
黙
想
に
は
じ
ま

り
、
素
振
り
、
掛
か
り
稽
古
と
面
を
付
け
て

勇
ま
し
く
練
習
し
ま
す
。
剣
道
着
は
自
前
で

す
が
、
防
具
は
貸
与
で
、
会
費
は
要
ら
な
い

と
の
こ
と
で
す
。 

入
会
希
望
の
方
は
連
絡
の
上
、
当
日
遊
技
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
と
の
事
で
す
。 

 
 

連
絡
先
：
岡
山
（
二
二
一
）
六
六
〇
八

ま
で 

  

祭
事
委
員
会
は 

京
都
の
発
展

を
祈
る
平
安
神
宮
の
時
代
祭
と 

除
難

招
福
を
お
祈
り
す
る
八
坂
神
社
の
祇
園

祭
の
祭
祀
に
学
区
代
表
と
し
て
参
加
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す 

特
に
祇
園
祭
は 
中
心
地
の
明
倫
と
し
て
重

責
を
考
え
伝
統
は
守
り
な
が
ら 

発
展
を
願

っ
て
い
ま
す 

七
月
は 

一
ヶ
月
に
わ
た
る
祇
園
祭
が
有
り

ま
す 

十
七
日
午
前 

山
鉾
巡
行
が
盛
大
に
お
こ
な

わ
れ 

夕
方
に
は 

三
基
の
神
輿
が
町
を
渡

御 

お
旅
所
へ 

二
十
四
日
午
前 

花
傘(

明
倫
よ
り
子
供
神
輿) 

同
日
夜
は 

三
基
の
神
輿
が
ホ
イ
ト
ホ
イ
ト

と 

元
気
に
三
条
を
東
へ 

渡
御
し
ま
す 

秋
の
十
月
二
十
二
日
に
は
平
安
神
宮
の
時
代

祭
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
京
都
千
二
百
年
の
ロ
マ

ン
を
語
る
美
し
い
歴
史
絵
巻
で
す
。
明
倫
学
区

は
、
本
年
大
将
を
出
す
当
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
新
町
通
六
角
上
る 

奥
井
氏
が
選
ば

れ
て
参
加
し
て
下
さ
い
ま
す
。 

秋
の
京
洛
を
威
風
堂
々
と
乗
馬
さ
れ
ま
す
の

で
是
非
応
援
を
お
願
い
し
ま
す 

 

お
願
い 

平
安
神
宮
で
は
桓
武
天
皇
の
千
二
百
年
祭
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
大
鳥
居
の
修
理
を
計
画
さ
れ

ま
し
た 

 

お
願
い
に
参
り
ま
し
た
節
は 

ご
奉
賛
下
さ

い
ま
す
様
に 

 
 

 
  

子
供
み
こ
し
会 

  

近
年
、
明
倫
学
区
に
転
居
さ
れ
て
来
ら
れ
た

方
々
は
、
祇
園
祭
と
言
え
ば
や
は
り 

鉾
が
建
ち
始
め
る
七
月
十
三
日
頃
か
ら
十
七

日
の
山
鉾
巡
行
が
メ
イ
ン
の
お
祭
り
と 

思
わ
れ
て
い
る
方
が
少
な
く
は
な
い
の
で
は
。

実
は
祇
園
祭
は
七
月
か
ら
始
ま
り
、 

一
ヶ
月
に
わ
た
り
行
事
が
続
く
長
い
お
祭
り

な
ん
で
す
。
確
か
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス 

と
言
え
ば
山
鉾
巡
行
と
答
え
る
方
が
ほ
と
ん
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ど
で
あ
り
、
私
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
長
い
歴
史
を
持
つ
山
鉾
巡
行
、
以
前

は
先
祭
り
と
後
祭
り
の
二
回
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
昭
和
四
十
一
年
に
人
手
、
財
政
等
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
十
七
日
に
一
本
化
さ
れ
、
従
来

の
二
十
四
日
に
は
八
坂
神
社
関
係
者
等
の
努

力
に
よ
り
、
花
傘
巡
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

そ
の
花
傘
巡
行
の
中
に
子
供
神
輿
の
列
が
あ

り
ま
す
。
明
倫
学
区
や
近
隣
学
区
の
小
学
生
が

毎
年
、
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。 

八
坂
神
社
の
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
男
の
子

も
女
の
子
も
三
基(

子
供
神
輿
は
全
部
で
八
基

あ
り
ま
す)

の
神
輿
を
汗
を
か
き
な
が
ら
元
気

良
く
担
い
で
巡
行
す
る
姿
は
た
く
ま
し
く
も

あ
り
、
誠
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
す
。 

 

地
域
の
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
祭
を
通

じ
て
、
そ
の
意
義
と
地
域
の
歴
史
を
身
を
も
っ

て
体
験
さ
せ
て
こ
そ
伝
統
の
継
承
が
図
ら
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
一
人
で
も
多
く
の
小
学
生
達
が
参

加
し
て
下
さ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

巡
行
コ
ー
ス 

八
坂
神
社
〜
四
条
河
原
町
〜
市
役
所 

〜
寺
町
通
〜
四
条
寺
町
〜
四
条
河
原
町 

〜
八
坂
神
社 

巡
行
終
了
後
に
高
倉
小
学
校
に
て
、
子
供
も
大

人
も
一
緒
に
お
弁
当
を
頂
き
ま
す
。 

 

七
月
初
め
に
高
倉
小
学
校
を
通
じ
て
担
い

で
く
れ
る
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

高
倉
小
学
校
以
外
の
小
学
生
の
方
も
明
倫
学

区
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、 

巻
出
・
衣
棚
町
（ 

二
三
一
）

六
二
二
五 

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

 
 

さ
る
三
月
十
四
日
明
倫
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。 

１
２
５
名
も
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
盛
大

に
嵯
峨
ニ
ッ
ク
ボ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
す
た
び
に
お
菓
子
が
も
ら

え
る
ス
ト
ラ
イ
ク
賞
も
、
今
年
は
４
０
０
個
と

種
類
も
数
も
多
く
出
し
ま
し
た
が
３
ゲ
ー
ム

目
の
中
ご
ろ
に
は
全
て
な
く
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
総
合
１
位
は
小
学
５
年
の
烏
帽
子
屋

町 

大
田
達
也
君
で
３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
５

０
９
点
で
男
性
１
位
の
骨
屋
町 
浅
田
一
生

さ
ん
の
ト
ー
タ
ル
４
８
１
点
を
大
き
く
上
回

り
、
小
学
生
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
成
績
で
し
た
。 

男
性
２
位
は
同
じ
く
骨
屋
町
の
浅
田
英
夫
さ

ん
、
ト
ー
タ
ル
４
７
１
点
で
し
た
。 

 

女
性
１
位
は
鯉
山
町
の
坂
本
は
る
香
さ
ん
４

３
０
点
、
２
位
は
西
錦
小
路
町
の
高
校
３
年
の

村
田
ち
ひ
ろ
さ
ん
で
４
１
７
点
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
川
・
百
足
屋
町 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

芸
術
セ
ン
タ
ー 

 

５
月
２
２
日
明
倫
レ
コ
ー
ド
倶
楽
部 

開
演
時
間
未
定 

５
０
０
円 

５
月
２
９
日 

音
楽
と
市
民
の
広
場 

ジ
ャ

ズ
を
お
届
け
し
ま
す 

市
川
修
、
市
川
芳
江
ほ
か 

１
９
：
０
０
開
演 

前
売
１
８
０
０
円 

当
日

２
０
０
０
円 

 

高
倉
小
学
校
行
事
予
定 

 

４
／
８  

前
期
始
業
式
・
入
学
式 

４
／
２
０
〜
２
１ 

 

六
年
生
修
学
旅
行(

伊
勢) 

 
 
 

 

５
／
１
１ 

春
の
遠
足(

予
備
１
８) 

  

５
／
１
９ 

授
業
参
観
＆
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

五
月
中
旬
〜
下
旬 

二
年
生
田
植
え 

 
 

 
(

山
科
学
校
園) 

６
／
４   

プ
ー
ル
授
業
始
ま
り 

 
 
 

 

６
／
６ 

 

休
日
参
観 

 
 

６
／
１
８ 

高
倉
小
学
校
創
立
十
周
年 

記
念
講
演 

 

６
／
２
５ 

創
立
十
周
年
記
念
事
業  (

記
念
式

典
・
祝
賀
会)   

７
／
１
７
〜
８
／
２
４ 

夏
休
み 

８
／
２
５ 
授
業
開
始 

９
／
１ 

 
避
難
訓
練  

９
／
３ 

 

授
業
参
観 

９
／
９ 

 

四
年
社
会
見
学 

 
 
 
 
 
 
 

９
／
２
７
〜
２
９ 

 
 

み
さ
き
の
家
（
海
）
五
年
生 

１
０
／
３    

運
動
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
／
８ 

前
期
終
業
式 

１
０
／
１
２
〜
１
３ 

 

秋
休
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
／
１
４ 

後
期
始
業
式 

 
 

 

以
上
の
よ
う
に
前
期
・
後
期
の
二
学
期
制
と
な

り
ま
す
の
で
休
み
等
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
今
年
度
は
、
高
倉
小
学
校
創
立
十
周

年
と
な
り
、
旧
明
倫
小
学
校
（
七
校
）
が
統
合

さ
れ
て
か
ら
丁
度
十
年
の
節
目
と
し
て
、
記
念

講
演
・
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
盛
大
に
模
様
さ

れ
ま
す
の
で
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

詳
細
は
回
覧
等
で
随
時
あ
ん
な
い
さ
れ
ま
す
。 

 
 

    

編
集
後
記 

「
明
倫
」
創
刊
に
際
し
編
集
の
末
席
に
加
え
て

い
た
だ
き
２
年
が
経
過
し
た
今
期
引
退
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

何
ほ
ど
の
戦
力
に
も
な
ら
な
か
っ
た
反
省
と

共
に
、
こ
の
地
に
四
十
数
年
住
み
な
が
ら
知
ら

な
い
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
あ
り
、
又
年
月
と
共

に
様
々
に
変
遷
し
て
き
た
明
倫
学
区
に
少
し

入
り
込
ん
で
広
報
紙
を
通
し
て
皆
様
に
発
信

す
る
作
業
の
お
手
伝
い
が
出
来
た
こ
と
は
大

変
幸
せ
な
経
験
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
愛
読
者
と
し
て
益
々
「
明
倫
」
が

充
実
し
た
広
報
紙
に
育
っ
て
行
く
よ
う 

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

骨
屋
町
・
高
谷 

 


